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2025 年 1 月 22 日 
報道機関 各位 

 
吉田文彦、遠藤誠治、佐藤丙午、真山全編著「核なき時代をデザインする:国際政治・核不拡散・

国際法からみた現実的プロセス」（早稲田大学出版部）が昨年末に刊行されました。筆者は合わせて
12 人で、RECNA からは吉田の他、西田充、樋川和子、河合公明（執筆順）が入っています。 

本書では、核兵器を含む軍縮が国際秩序の維持、持続可能な平和にとって大切な手段である点を
世界の「共通認識」にするよう求めています。そのうえで、国際人道法、軍縮・環境関連の国際法、
核のタブーなどの多面的な対応策で核兵器の役割を最小化し、核軍縮の加速と「ポスト核時代」の安
全保障システムづくりの同時進行を促しています。加えて、核不拡散体制の強化・徹底をはかり、核
廃絶後の核（再）武装を防ぐ検証・保障措置の整備が不可欠と指摘しています。そうした見取り図を
念頭に置きながら、持続可能な核廃絶の達成に向けた 15 の政策提言を示しています。 
 つきましては、本書についてブリーフィングする場を下記の通り開催いたします。ご多忙中誠に
恐れ入りますが、ご出席賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 
                     記 
 

■日 時: 2025 年 1 月 28 日（火）11:00 より（１時間程度）  
 
■場 所: ⾧崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）1 階会議室 
オンライン（Zoom）での取材をご希望の方は、準備の都合上、 
1 月 27 日（月）17 時までに下記問い合わせ先までメールにて 
お申込みください。Zoom リンクをお送りします。 
 
■出席者: 

     吉田 文彦     RECNA センター⾧、教授 
     樋川 和子     RECNA 副センター⾧、教授 
     河合 公明     RECNA 副センター⾧、教授 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】  
⾧崎大学核兵器廃絶研究センター   
TEL:  095-819-2164    Email :recna_staff@ml.nagasaki-u.ac.jp  

吉田文彦 遠藤誠治 佐藤丙午 真山全編著 

「核なき時代をデザインする」出版 

についての記者会見 


